
組立手順（本体） 

欠き取り沿って①パッキンを

硝子の両面に貼ります。②本

体を硝子に挿し込みます。  

硝子に対して縦・横の位置を合

わせたら、③押棒を交互に締

め、本体を固定します。 

⑤裏カバーと⑥ロックカムを合

わせて、錠前ボルト部へセット

します。 

⑦カム用ナット緩み止め平座金を

セットします（裏面参照）。その

後⑧化粧ナットを固定します。 
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裏面に続きます 

①パッキン（ϴ、ϭϬ㎜用） ②本体 ③押棒  

④錠前 ⑤裏カバー ⑥ロックカム  

⑦カム用ナット緩み止め平座金 ⑧化粧ナット 

⑨受座 ⑩ビス ⑪キー 

取付完了です。 

④錠前をナットで固定しま

す。 
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⑦カム用ナット 緩み止め平座金の取付方法

(1)ツメの先端、3箇所を2㍉程度ペンチ等
　で内側へ曲げておきます。

(注)先端のみ曲げる

(2)⑦緩み止め平座金を⑧化粧ナットの下に入れ、3つのツメのうち
　一つが⑧化粧ナットの辺と垂直になるように締め付けます。

(3)⑦緩み止め平座金のツメ(ナットと垂直にしたツメ)一箇所をペンチ等で、
　ナットに密着させるように曲げ、ナットが回らないようにしてください。

(注)先端のみ曲げる

⑧化粧ナット

ロックカム

(注)丸のついた箇所のように⑧化粧
　　ナットと⑦緩み止め平座金のツメ
　　のどれか一箇所が垂直になるよう
　　にしてください。

図では、このツメが垂直

側面から見た時に図のよう
になるまで曲げてください。

悪い例① 悪い例②

⑧化粧ナットの辺とツメが
垂直でないもの。

⑧化粧ナットとツメが密着
していないもの。
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硝子加工図

取付位置図

　※注意事項　・たたかない、子供に触れさせない、口にいれない
　　　　　　　・砂埃、高温多湿、直射日光を避けて保管する　

記載内容　2018年11月

⑦緩み止め平座金

組立手順（受座）

位置を決め、⑨受座を⑩ビス

にて固定します。
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蝶番とケース前面がツライチの場合
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